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要旨 

 同じ需要条件のもとで、差別化された代替財を供給する複占チャネルの生産

者と小売業が、戦略変数として価格または数量のいずれかを選択できる状況で

は、両生産者および両小売業者がともに数量を選択するのが均衡となる。 

 

 


